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かぐやによる月起源イオンの観測

Observation of ions from the Moon by SELENE(KAGUYA)
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かぐや衛星は日本の月周回衛星で、2007年9月14日に種子島宇宙センターから打ち上げられ、お
よそ1年半の期間で科学観測を行った。かぐや搭載の観測機の１つにプラズマ計測を目的とする
MAP-PACE (MAgnetic field and Plasma experiment-Plasma energy Angle and Composition
Experiment)がある。MAP-PACEはイオン質量分析器IMAを有していて、月起源イオンを計測し
イオン種の同定を行っている。月には固有磁場は大気は存在しないが、非常に希薄な大気即ち固
体表面を境界とする外気圏があることが知られている。かぐやはこの外気圏が光電離した粒子を
観測することに成功した。これまでに、ヘリウム、炭素、酸素、ナトリウム、カリウム、アルゴ
ンのイオンを同定している。月起源イオンは月が太陽風中にあるときに限らず、地球磁気圏中で
太陽風粒子からシールドされている時にも観測された。この観測事実によって、月の希薄大気生
成機構において太陽風の役割が優位的でないことが直接的に示された。このようにかぐや衛星に
よって月希薄大気の長期間に亘るモニタリングが行われ、月希薄大気の太陽天頂角依存や朝夕非
対称などが明らかとなった。またガーデニング効果と呼ばれている太陽風粒子の月大気生成への
間接的な影響も観測された。かぐやによる月起源イオンの観測結果を基に、月希薄大気の構造や
生成機構について議論する。
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